
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（分担金及び負担金、諸収入）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

1,949,163

496,448 521,124 698,645 603,058

77,426 94,517

1,822,983 2,066,527

 概算事業費（B（A）+C）

概　算

人件費

24 27 27

-

2,133,710

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

平成25年度は、平成24年度補正予算と平成25年度当初予算を活用し、早急に整備が必要な42地区について実施する。

今後も災害の発生を未然に防止するために、引き続きため池や用排水路等を計画的に改修及び補強を行う。

目標に対

する成果

の状況

計画的な事業執行により39地区を実施。うち４地区が完了し、成果目標を達成した。

一部地区において予算を翌年度へ繰越していることから、達成状況は未達成となっている。

-

01,822,983 2,066,527 2,133,710

-

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度

-

2,154,920

2,332,168

24年度24年度24年度24年度

29

119,633 80,032

991,000555,000 799,000 1,180,000

目指す姿

施策の総合的展開

4-1 地域防災力の向上

予

算

額

423,340 437,259

1,569,864

23年度

現状

県が関与

する理由

農業用ため池等の整備　39地区

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である。

土地改良法、地域自主戦略交付金交付要綱、震災対策農業水利施設整備事業実施要綱

□法令等義務 □内部管理

Aの

財源

1,131,368 1,408,499

実施方法 H24事業実績

H24

老朽化や自然的・社会的状況の変化等により脆弱化したため池や用排水路等を計画的に改修・補強し、災害の発生を未然に防止するこ

とにより、農業生産の維持、農業経営の安定及び民生の安定を図る。

「第２期長野県食と農業農村振興計画」おける期間内整備目標（H25～H29）　　ため池の整備による農地等の安全確保面積　210 ha

実施期間

756,593

69,698

県下には約2,000箇所の農業用ため池や多くの農業用用排水路が存在しており、老朽化が進んだ脆弱な施設も多いことから、豪雨や地

震等により施設が被災し、下流域に甚大な被害を及ぼす恐れがある。

■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

〃（H23繰越分） 直接 実施箇所数　39地区

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

1,604,248

項目

3,623,253

25年度

1,604,248

2,019,005

2,823,140

53,713

ため池等整備箇所

1,786,499

合計（A) 2,260,242

756,594

4,153,198

1,610,105

目標

前年度繰越

補正予算

当初予算

267,038

事業内容

県営ため池等整備事業

〃（補正分）

項目

（単位：千円）　

（当初）

事業番号 08 05 17

事　業　名

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

県営ため池等整備事業費（公共【防災】）県営ため池等整備事業費（公共【防災】）県営ため池等整備事業費（公共【防災】）県営ため池等整備事業費（公共【防災】）
担

当

課

部局 農政部

プロジェクト  

農地整備課

nochi@pref.nagano.lg.jpE-mail

＜参考＞

総合５か年

計画

4 災害に強い地域づくり S40 ～

課・室

成果

2,133,710

成果目標の達成状況

Ｈ２４

1,604,248

H25

目標

1,786,499

未達成

合計

達成状況

39地区

現況

（見込）

39地区 42地区38地区

H25

（当初） （決算）

1,786,499 1,307,419


